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特別講演 講師 

前野 隆司 

慶應義塾大学大学院 

システムデザイン・マネジメント研究科教授 

慶應義塾大学 

ウェルビーイングリサーチセンター長 

 

講演要旨 

幸福学（Well-Being）の基礎について述べる。幸福学とは、幸せに関する学問の総称であり、

心理学を中心にしながら、幸せなモノづくり、コトづくり、組織づくり、街づくりなどの応

用分野も含む。講演では、まず、幸せについての従来の研究について述べる。人類史的に見

てこれからの時代はウェルビーイング第一の時代であることについても述べる。また、幸せ

には長続きしない幸せ（地位財を得たことによる幸せ）と長続きする幸せ（非地位財による

幸せ）があることを述べる。次に、非地位財による幸せのうち、心的要因についての因子分

析を行って求めた「幸せの 4 つの因子」について述べる。4 つの因子とは、やってみよう因

子（自己実現と成長の因子）、ありがとう因子（つながりと感謝の因子）、なんとかなる因子

（前向きと楽観の因子）、ありのままに因子（独立と自分らしさの因子）である。つまり、

夢や目標を持ち、多様な仲間と助け合い、前向きかつ自分らしく生きる人は幸せである。私

たちは、それぞれの仕事や活動を通して、全ての人が幸せに生きることのできる世界を構築

すべきである。 

 

講師略歴 

1984 年東京工業大学卒業、1986 年同大学修士課程修了。キヤノン株式会社、カリフォルニ

ア大学バークレー校訪問研究員、ハーバード大学訪問教授等を経て現在慶應義塾大学大学

院システムデザイン・マネジメント研究科教授。慶應義塾大学ウェルビーイングリサーチセ

ンター長兼務。2024 年より武蔵野大学ウェルビーイング学部学部長就任予定。博士（工学）。

著書に、『ウェルビーイング』（2022 年）、『幸福学×経営学』（2018 年）、『幸せのメカニズ

ム』（2014 年）、『脳はなぜ「心」を作ったのか』（筑摩書房，2004 年）など多数。日本機械

学会賞(論文)（1999 年）、日本ロボット学会論文賞（2003 年）、日本バーチャルリアリティ

ー学会論文賞（2007 年）などを受賞。専門は、幸福学、イノベーション教育、システムデ

ザイン・マネジメント学など。 
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コロナ禍での教育実践から看護教育のDX化に期待すること 

 

シンポジスト 1 

相撲 佐希子 

修文大学看護学部看護学科 

基礎看護学 教授 

 

 

我が国の Information and Communication Technology（以下 ICT）教育は世界に比べて

遅れていたが、先般の COVID-19 によって、ICT を駆使したオンライン授業が急激に広が

り、教育活動 ICT の活用が着目されるようになった。今後は、教育に VR、MR、AI は当た

り前に活用される等、After コロナ時代の新しい教育として浸透、発展していくことが期待

されている。さて、文部科学省は、Society 5.0 時代を生きる子ども達の教育として、令和元

年に最先端の ICT 教育と変革として「GIGA スクール構想」を掲げた。教育における ÐⅩ

（デジタル・トランスフォーメーション）は加速していることが窺われる。 

これからの教育は、ICT のメリットを最大限に活かすことにより学び方の幅は無限大にひ

ろがり、その恩恵を受けた学生が看護師を目指して進学・就職してくることは想像に難くな

い。すなわち、今後の看護教育では、現代のテクノロジーを活用しながら効率的で効果的な

教育手法を開発することで、さらなる学びの充実化を図ることが出来る。そして、私たち人

間は、それらを操作するためのスキルの向上が求められるようになるだろう。 

 一方、看護は座学による机上の教育だけで成立するのではなく、臨地実習に出向いて人と

人の関わりや個別性からの学びにつなげることに重きを置く。学内で学んだ知識や技術を

リアルな現場での経験を積み重ねることに重要な意味をもつ。すなわち、知識を対象となる

「人」にリアルに直接的に、ある意味アナログの部分を大切にしなくてはいけないと考える

看護の領域に、テクノロジー等の電子機器を積極的に取り入れることについては、抵抗感や

違和感が生じるのは当然のことであろう。 

このような疑義が生じる中、Covid- 19 禍で臨地実習の在り方を早急に変更する必要に迫

られた際、実習の質の担保としてできる限り臨地の学びに近い方法を目指した実習として

ビデオ会議システム（zoom）を使ってリアルタイムに劇団員が演じる模擬患者とのコミュ

ニケーションを実践した。 

本日は、Covid-19 禍で行われた看護学実習に、ICT を取り入れて実践した結果を踏まえ

て、今後の看護教育に ICT の活かし方について考えるきっかけにしたい。そして、看護教

育の DX 化として、どのようなことを予測し目指すと良いのか、これらの希望と期待を提案

する。 

  



患者スマホを用いた看護の実践と発展 

 

シンポジスト 2 

澤田 優香 

株式会社OPERe 

 

 

 

現在、私たちは患者と医療者が適切にデジタルコミュニケーションを行えるシステムを

開発しています。その中で、看護師にとってデジタル化は「業務の代替」というよりも、「表

現方法の進化」であると解釈すべきではないかと考えています。人々の日常生活におけるコ

ミュニケーション手段は、この１０年で大きく変わりました。総務省の令和４年度通信利用

動向調査によると、日本におけるスマートフォン保有率は７７％となっています。結果とし

て「電話」「対面」などの口頭コミュニケーションに加え、「メッセージ」などを用いたデ

ジタルのコミュニケーションが広く普及しました。日常生活におけるコミュニケーション

が大きく変わる中で、看護のコミュニケーションは、どうあるべきでしょうか。 

現在、複数の医療機関で、システムの導入を通じて患者と医療者のデジタルコミュニケー

ションを支援しています。入院説明や産科説明、検査説明等が中心です。実践をする中で、

デジタルにコミュニケーションの表現方法を発展させていくうえで最も重要なのは、「コミ

ュニケーションの標準化」であると考えています。この過程なくして、デジタルコミュニケ

ーションへの発展はないと考えています。 

デジタルコミュニケーションのメリットは様々あります。例えば、患者はいつでも自分の

タイミングで、情報を確認することができます。また、医療機関側がリマインドメッセージ

を効果的に活用することで、患者の重要な行動変容も促せます。例えば、検査前日の絶飲食

等についても、書類と対面では「前日に飲まないでください」と検査決定時に伝えることが

限界ですが、デジタルであれば、検査２日前にメッセージで「明日の夜から絶飲食です、注

意してください」と行動変容を的確に促すことができます。 

同様に、デメリットもあります。１番はやはり「対面コミュニケーションよりも意思"疎

通"という点で、体験が劣る」ということでしょう。そのため、入院治療決定後などの、意

思決定後のコミュニケーション（例：入院書類の書き方、アメニティの紹介等）を中心にし

ています。当該部分に関しては、引き続き研究していきたいと考えています。 

今後看護が発展していくうえで、「デジタルコミュニケーション」は非常に重要だと考えて

います。その際、看護師が使う「システム」も、看護師と共に発展していかなければいけま

せん。この責務を担えるよう、事業を進化させていくことで、看護のデジタルコミュニケー

ション領域での発展を担っていきたいと考えています。  



看護師免許は最強の資格! 

～私らしい未来のために、今やるべき「3つのこと」～ 
 

シンポジスト 3 

輿石 光希 

ジョインハンズ株式会社 

 

 

 

 看護師の資格は「最強」ということを皆さん自覚していますか？世の中が不況になり就職

難と言われても、看護師の業界は不況知らず。仕事の選択肢も多い。2019 年から続いてい

る新型コロナウイルス対策についても看護師の仕事は必須で重要。医療業界以外で働く場

合も看護師免許があると有利になりますし、AI が普及しても看護の仕事はなくなりません。

看護職の価値は不変。それほど「看護師免許は最強の資格」なのです。 

 最強の看護師免許を自分の未来のために最大限活用するために、今やるべき「3 つのこ

と」。 

1.「戦う武器」を持つために、知識を深め経験を積むこと 

 自分がやりたいことができた場合、知識と経験は「実現するための武器になる！」看護研

究や委員会、勉強会など積極的に参加し知識を深め、実践で経験値を高める。履歴書に記

入できる資格取得も武器になります。 

2.「他力本願からの脱却」人のせいにせず、自分で判断できる人になる 

人の悪口や妬み、悪い現状は人のせいという思考は成功しません。自分の軸をしっかり

持ち自分で判断し行動できる習慣をつけましょう。 

3.「覚悟を決め、誠実に取り組む」 

  やりたいことが見つかったら、それに向かって覚悟を決め行動する。覚悟がなければ何

事も進みません。 

  



20年後の未来から今を見てみよう。 

看護の進化論は特定行為から始まる。 
 

シンポジスト 4 

塚原 大輔 

株式会社キュアメド 

代表取締役 

 

少子高齢多死社会に向けて、2025年までに10万人養成という数値目標をもち開始した看護

師の特定行為に係る研修制度は2024年で9年目を迎えます。また、2024年には働き方改革関連

法案により医師不足が大きな課題となることに対して、タスクシフト/タスクシェア推進のた

めに特定行為研修修了者（以下特定看護師）の活用が期待されています。このような医療を取

り巻く環境の変化に対して、看護師は今後20年進化していくことができるか？その鍵は特定

看護師にあると私は考えます。 

 しかし、現状は課題が盛りだくさんです。養成養成数は当初目標の1/10程度であり、研修方

法、人員確保、院内周知、実践とフォローアップなど多くの施設は悩みを抱えながらも限られ

た資源の中で創意工夫している現状があります。 

 弊社では、特定行為研修を修了したクリティカルケア認定看護師が複数在籍しており、特定

行為研修をアウトソーシング（外注）いただくことで指定研修機関が抱える課題を共に解決し

ていきます。弊社の理念は特定行為研修を効果的・効率的に運営することにより、より実践に

寄与することができる特定看護師を養成することにあります。 

 今回のテーマは「20年後の未来から今を見てみよう。看護の進化論は特定行為から始まる」 

としました。20年後には看護師が現在の静脈注射のように当たり前に特定行為を行い、急性

期から地域・在宅で活躍する姿を私は期待しています。看護は特定行為により進化します。進

化論的に言うと進化の先には適応という壁があります、この進化と適応を繰り返していくこ

とが看護の新たな価値を生み出し、未来につながると考えます。20年後ままだ先の話ですが、

20年後に今の仕事をしていてよかったと思える日が来ることを強く願っています。 

  



シンポジスト略歴 
 

シンポジスト１ 

相撲 佐希子（すまい さきこ） 修文大学看護学部看護学科 基礎看護学 教授 

修文大学看護学部 基礎看護学教授 修士（看護学）、博士（学術）。看護師資格をもち臨床

や看護教育の現場に即した研究を中心に成果をあげる。 2016 年から看護技術教育に e ラ

ーニングを導入した研究を行い、現在の ICT を活用した教育に至る。主に、動画を活用し

た自己の客観的評価や技術の自己練習Tool の作成などを情報工学や教育系の研究者とコラ

ボレーションすることで専門性を活かした教材作成に取り組んでいる。また、急速に発展し

た情報化社会と学生のモラル教育が追い付いていないことへの懸念から情報モラル教育の

必要性を説き、看護学生を対象にした情報モラルの育成にも力を注ぐ。 

これらの研究成果については、テレビをはじめとするマスコミなどにも多数取り上げられ

注目を受ける。主な著書として「ICT を使った看護教育・実習ハウツーBook」、「臨地実習

における情報モラルガイド」と「DVD で学ぶ 臨地実習における情報モラル」等があり、

多くの看護師や教育職の方に活用されている。 
 

シンポジスト２ 

澤田 優香（さわだ ゆうか） 株式会社OPERe 

急性期病院で臨床看護師として働いたのち、病院経営コンサルティング会社に入社。多数の

医療機関のコンサルティングや分析システムの開発などに従事し、２０２０年６月に独立。 

株式会社OPEReを創業し、「患者と医療者のコミュニケーションハブになる」を掲げ、看

護・医療事務に特化したデジタルコミュニケーション手段「ポケさぽ」の開発・提供を行っ

ている。 

「TOKYO STARTUPGATEWAY」にて優秀賞受賞。東京都スタートアップ社会実装促進事

業（２０２０年度）、東京大学協創プラットフォーム開発株式会社が運営する 1stRound（第

８期） 
 

シンポジスト３ 

輿石 光希（こしいし みつき） ジョインハンズ株式会社 

山梨県出身 

小学生の時全身やけどをおい、ケロイド体質のため形成手術を 3 回受ける。その経験から

看護師に憧れ看護師を目指す。日本大学医学部付属看護専門学校卒業し、日本大学板橋病

院（5 年）さいたま市立病院（17 年）病棟師長歴、三慶会 指扇病院（3 年）副看護部長

歴任。2012 年 ジョインハンズ株式会社設立。医療コンサルタントとして活動。書道家と

しても活動中。 

【出版物】 

「ナースのトリセツ」木村情報技術株式会社 2021 年 

「良い看護師の採用・マネジメント実践法（DVD・動画配信）」医療経営 2022 年 



シンポジスト４ 

塚原 大輔（つかはら だいすけ） 株式会社キュアメド 代表取締役 

修士（看護学）、クリティカルケア認定看護師、特定看護師 

聖路加国際大学臨時助教、東京医療保健大学大学院非常勤講師 

2000年 青梅市立総合病院 看護局 

2006年 杏林大学医学部付属病院 看護部 主任 

2012年 公益社団法人日本看護協会 看護研修学校 認定看護師教育課程 主任教員（集中ケア） 

2020年 順天堂大学医学部附属練馬病院 看護部 

2021 年 株式会社キュアメド 代表取締役 
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